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真
言
密
教
の

曼
荼
羅
に

は
、

「

両
界
曼
荼
羅
」

と

「

別
尊
曼
荼
羅
」

が

あ

る
。

別
尊
曼
荼
羅
は

密

教
画
の
一

つ

で

あ
る

が
、

そ

の

仏
像
を
別

尊

法
に

よ
っ

て

祈
る

と
い

う
行

為
は

、

も
と

も
と
一

体
の

も
の

で

あ
る

。

つ

ま

り
別

尊
と
い

う
個

別
の

仏

像
は

、

い

か

な

る

場

合
も
現
実
の

礼
拝

対
象
で

成
立

す
る

祈
願

を

と

も
な
っ

て

い

る
。

し

た

が
っ

て

別

尊
曼
荼

羅
の

位

置
づ

け
も

同
様
で

あ
る

。

ま

た

別
尊
を
と

も

な
う
儀
式
に

は

祈

願
文

、

析
願
状
が
と

も
な

う
。

た

だ

し

別

尊
曼
荼
羅
の

個
別
の

作

例
の

意
図
の

解
明
は

な
か

な

か

難
し
い

。

と
い

う
こ

と

は

「

祈
願
と

別
尊
曼

荼
羅
」

の

関
係
は

、

そ
の

多
く
が
、

正

確
な

礼
拝
対

象
と

し
て

の

祈
り

の

構

想
が

そ

の

都
度

、

必

ず
特

定
さ

れ

て

い

る

か
ら

で

あ
る

。

そ

れ

に

く
ら
べ

て

両
界
曼
荼
羅
の

場

合
は

、

有
名
な
も
の

で

あ
れ

ば
あ

る

ほ

ど

由

緒
や

貸
し

借

り
の

経

緯
ま
で

記
録

が

残
さ

れ

て

い

る

場

合
が

多
い

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

あ
ん

そ
の

理

由
は

、

絵
（
法
量
）

が

別

尊
曼

荼
羅
に

く
ら
べ

て

図
像
と

「

安

じ
ん（
1）

心
」

の

関
係
で

種
々

の

存
在

価
値
が

大
き
い

こ

と
も
理

由
の

ひ

と
つ

と

し
て

あ
げ
ら

れ

る
。

両
界
曼

荼
羅
が

集
団
的
な

宗
教

行
為
の

礼
拝
対

象

で

あ
る
こ

と

に

く
ら
べ

て
、

前
者
は

個
人
的
な
心
の

奥
に

迫
る

宗
教
行

　

　
　
　

　
　
　

　
り

や

く

為
と

な
っ

て

安
心
の

利
益
を
計
ろ

う
と

す
る

か

ら
で

あ
る

。

そ

れ

ゆ

え

　

　
　
（
2）

『

別
尊
雑
記
』

等
に

説
く
本
尊
の

多
く
は

、

両

界
曼
荼
羅
中
か
ら
一

尊
を

選

ん

で

主

役
と

し
て

位

置
づ

け
、

新
た

に

別
の

現
世

利
益
を
目

的
と
し

て
、

そ

れ

を

達
成
し

成
就
し

よ

う
と

す
る

個
別
の

感

性
を
構
想
の

中
に

秘
め

て

い

る
。

と
こ

ろ

が

こ

の

発
想
は

各
尊
の

歴
史

的
経
緯
を

み

て

ゆ

く
と

実
に

多
彩
な

根
拠
を

有
し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

そ
の

理

由
は

別
尊
の

仏
像
の

多
く
が

両
界
曼
荼
羅
よ

り
前
に

成
立
し

て

い

る

も
の

も

多
く
あ
る

か

ら
で

あ
る

。

ま
た

中
国、

唐
時
代
に

両

界
曼
荼
羅

が

恵
果

〔

七
四

六
−

八

〇

五
）

に

よ
っ

て

ま

と

め

ら

れ
る

こ

と

に

な
る

が
、

そ

れ

以

前
の

別
尊
法
の

い

く
つ

か

は
、

す
で

に

イ

ン

ド

に

お
い

て

修
法
自
体
が

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
等
の

影
響冖
を

う
け
て

行
わ

れ

て

い

た

と
い

う
事
実
も
少

な

く
な
い

。

請
雨

経

曼
荼
羅
の

経
法
の

別
尊

曼
荼
羅
に

は
、

何
か

密
教

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

3）

の

不
思

議
な
力
を
介
在
さ

せ

て
い

る

劇
的
な
趣
が

あ
る

。

雨
乞

法
（
祈
雨

法
と

も
）

で

名
高
い

請
雨

経
法
の

本
尊
・

請
雨
経

曼
荼

羅
は

、

壇
の

前

（

奥
）

に

掛
け
る
大
曼
荼
羅
と
、

壇
上

に

ひ

ろ

げ
て

置
く
敷
曼
荼
羅
を
一

組
と

し

て

使
用
す
る

。

い

ず
れ

も
不
空
訳
の

『

大
雲

経
祈
雨
壇

法
』

に
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説

く
も
の

で
、

増
益
法
を
目

的

と

し
、

雨
を

降
ら

せ

る

た

め

に

使
わ
れ

る
。

真
言
密
教
が

、

鎮
護
国
家
を

中
心
に

展

開
し

た

宗
教
で

あ
る

な
ら

ば
、

そ
の

主

流
で

あ
る

農
作
物
の

収
穫
は

降
雨
に

よ
っ

て

左

右
さ
れ

る

こ

と
が

多
い

。

い

つ

雨
に

恵
ま

れ

る

か
と

い

う
経
法
に

よ

る

祈
雨

は
、

ま
さ

に

そ
の

意

味
で

は

国

家
的

行
事
の

代

表
で

も
あ
っ

た
。

請
雨
経
法

は
、

中

国
で

確
立
し

、

と

く
に

天

宝
五

年
（
七
四
六
）

、

長
安
に

帰
っ

た

不
空
三

蔵
は

、

た

び

た

び

皇
帝
に

ま
ね

か

れ
て

雨
乞
法
を

行
な
っ

た

と

い

う
。

請
雨

経
曼

荼
羅
の

典
型
は

、

全

面
に

海
上

を
描
い

た

波
が
一

面

に

ひ

ろ

が

る
。

平

安
時
代
に

勧
修

寺
慈
尊
院
で

活
躍
し

た

興
然
の

『

曼

荼
羅
集
』

三

巻
（
MOA

美
術
館

、

東
寺
旧
蔵
）

に

よ

る
と

、

方
形
二

重
式

の

区

画
が

線
引
き
さ

れ
、

波
間

に

墨

線
が
み
え
る

。

こ

の

絵
の

中
か

ら

降
雨
を

決
定
す
る

根
拠
は

必

ず
し

も
明
ら
か
で

は

な
い

。

し

か

し
、

曼

荼
羅
内
で

は

中
心
の

釈
迦
如
来
と

八

部
衆
や

龍
王
が

、

目
に

見
え
な
い

威
力
を
持
っ

て

い

る

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

八

大
龍
王

も
八

部

衆
も
い

ず
れ

も

『

法

華
経
』

に

登

場
す
る

護
法
神
で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は
、

漢

方
薬
に

よ

る

効
果
の

メ

カ

ニ

ズ
ム

に

類
似
し
て

い

る
。

そ
の

薬
の

入
っ

た

箱
は

、

絵
の

内
院
に

該
当
す
る

。

そ
こ

は
「

七

宝
水
池
」

と

よ

ば

れ
、

海
中
の

海
龍
王

宮
を

あ
ら

わ

す
。

図

像
で

は
、

宮
殿
内
に

主

尊
・

釈
迦

如
来

、

両

脇
に

観
音
（
右
）

と

金

剛
手
菩
薩
を

配

置

す
る

。

少
し

下
方
に

輪
蓋

、

難
陀

、

跋

難
陀
の

三

大
龍
王

が
、

中
心
の

釈
迦

如

来
に

向
か
っ

て

合
掌
し

て

い

る
。

同

系
の

図
像
で

は
、

外
側
の

外
院
四

方
は

、

四

隅

に

水
瓶
を

、

四

方
に

上

半
身
が

菩
薩
形
で

下

半

身
を

水
中
に

没
し
た
合

密
教
図
像
と

別
尊
曼
荼
羅
の

構
想
（

真

　
鍋）

掌
形
が

龍
王
形
で

描
か

れ
て

い

る
。

頭
上

は
、

頭
光
内
に
三
・

五
・

七
・

九

頭
の

龍
を
い

た

だ

く
四

龍
（

東
・

西
・

南
・

北）

が
配

置
す
る

。

天

空

に

降
雨
を

願
う
行
者
の

立

場
か

ら

す
れ

ば
、

宇
宙
の

四

方
八

方
は

も
と

よ

り
空

問
の

隅
々

に
い

た

る

ま

で
、

そ

の

支

配
者
た

る

龍
王

の

不
可
思

議
な

力
を

よ

び

お
こ

し
、

そ

れ

に

直
接、

大
量
に

落
下
さ

せ

て

も
ら

う

よ

う
祈
る

の

で

あ
る

。

現
在

、

東
寺
（
京
都）

に

伝
え
ら

れ

て
い

る

鎌
倉

時
代
の

請
雨

経
曼
荼
羅
は

、

紙
に

墨
で

描
か

れ
た

単
純
な
も
の

で

あ
る

。

鎌
倉

中
期
の

作
画
で

あ
っ

て
、

縦
四

六
・

七
、

横
三

〇
・

三

セ

ン

チ

メ

ー

ト
ル

の

小

形

で

あ
る

が
、

図
像
は

和
様
化

さ

れ

て

い

る
。

空
海
が

天

長

元

年
（

八

二

四
）

に

神
泉
苑
（

平
安
京）

で

修
し

た

請
雨

法
の

よ

う
す
が

『

弘
法
大
師
行
状

絵
詞
』

（

東
寺
本
∀

に

描
写
さ
れ

て

い

る
。

そ
れ
に
は

池

の

中
島
に

蛇
が

出

現
し

て

い

る

図
が

見
え

る

と
こ

ろ

か

ら
、

当

時
は

降

雨
の

使
い

と

し

て

曼
荼
羅
に

登
場

す
る

蛇

形
が

、

現
実
の

景
色
の

中
に

も
あ
ら
わ

れ

た
の

で

あ
る

。

平
安
時
代
末
期
に

な

る

と
、

九

回

も

法
験

が

あ
っ

た

と
い

わ
れ

る

雨
僧
正

仁
海
の

頃
の

修
法
壇
場
に

は
、

正

面

に

大
師
御
影
（

空

海
の

肖
像）

と
、

請
雨

経
曼
荼

羅
を
懸

け
、

大
壇

、

護
摩

壇
、

聖

天

壇、

十
二

天

壇
を

設
置
し

、

降
雨
を
祈
願
し

た

と

い

う
。

こ

の

場
合

、

祈
る

相
手
は

天

体
宇
宙
の

よ

う
に

雨
を

も
た

ら

す
天
空
で

は

な

く
、

正

面
の

曼
荼

羅
の

中
尊
の

釈
迦
如
来
で

あ
る

。

な

ぜ

天
の

主
で

は

な
い

の

か
、

そ
れ

は

宇
宙
的
生

命
の

根
元
に

位
置
す
る

釈
迦
だ
か

ら

で

あ
る

。

そ
の

釈
迦

仏
が

宝

処
三

昧
に

入
る

こ

と

に

よ

り
、

雨
は

宝
珠

と

化
し

た

の

で

あ
る

。

大
量
の

雨

は

こ

こ

に

内
蔵
さ

れ

て

い

る
。

そ

れ
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密
教
図
像
と

別
尊
曼
荼
羅
の

構
想

（

真
　
鍋）

ゆ

え
に

大
切
な
宝
の

中

か

ら

釈
迦
の

み

が
甘
露
の

雨
を

降
ら
せ

る
こ

と

が

で

き
る

の

で

あ
る

。

こ

の

と

き
雨
が

降

り
そ

う
に

な
る

と
、

善
女

龍

王

像
が
愛
宕
山
の

上

に

応
現
す
る

と
い

う
。

金
剛

峯
寺
に

伝
わ

る

定
智

筆
「

善
女
龍
王

像
」

（
国
宝）

で

は
、

着
彩
の

中
国
官
服
を
着
て

皿

に

盛
っ

た

宝

珠
を

持
ち
な
が

ら
、

雲
中

に

た
た

ず
む

雄
大
な
姿
を
描
い

て

い

る
。

こ

れ

を
ス

ケ
ッ

チ
（

醍
醐
寺
蔵
）

と

く
ら
べ

な

が

ら
み

る

と

な
か

な
か

リ

ア

ル

で

あ
る

。

『

御
遺
告
』

に

よ

る
と

、

イ
ン

ド
の

無
熱
達

池
に

住
ん

で

い

た

も
の

が
、

真
言
の

奥
義
を

し

た
っ

て

涌

現
し

た

も

の

で
、

蛇
形
の

化
身
と

さ
れ

て

い

る
。

八

寸
（
二

五
セ

ン

チ
メ

ー

ト
ル
）

の

金
色
蛇
で

、

九

尺
（
三
メ

ー

ト
ル

弱）

の

蛇
の

頂
上
に
い

る

と
い

う
か

ら
、

こ

れ

ら
の

蛇
形

は

「

善
女
龍
王

像
」

の

暗
い

画
面
を
よ

く
み
る

と
、

裾
の

後
方
に

蛇
の

尾

が

描
か

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

察
知
す
る

こ

と
が

で

き

る
。

請
雨
経
曼
荼

羅
に

は
、

掛
曼

荼
羅
の

他
に
、

壇
上
に

置
く
敷
曼
荼
羅
が

あ
る

。

図
像
の

原

版
は
、

『

陀
羅
尼

集
経
』

第
十
一

、

祈
雨

法
壇
に

所

説
が

み

ら

れ

る
。

牛
糞
（

ク
マ

イ）

を

ま

ぜ

た

墨

汁
を
用
い

、

絵

筆
に

よ
っ

て

か

な
り
速
い

タ
ッ

チ

で

龍
の

か

た

ち

を

描
く

。

ま
た

池
の

波
を

同

じ

墨
線
で

く

り
か

え

す
よ

う
に
つ

ら

ね

て
、

画
面
を
う

め

て

ゆ

く
。

そ

し

て

四

方
に

池
の

中
か

ら

半
身
出
し

た

龍
土

の

合

掌
像

を

描
い

て

い

る
。

ク

マ

イ

を

顔
料

の

中
に

ま
ぜ

る
こ

と

に

よ

り
魔

除
け

の

意
を

強
く
し

、

こ

の

こ

と

に

よ

り
請
雨
経
法
の

敷
曼
荼
羅
は
一

回

限
り
し
か

使
用

し

な
い

の

で

あ
る

。

仏
眼
曼
荼

羅
　
仏

眼
曼
荼
羅
は

、

現

存
す
る

優
品
が

真
言
宗
（

智
山
派）

の

神
光
院
（

京
都
市
）

に

残
っ

て

い

る
の

で
、

彩
色

本
の

典
型
的
な
形
式

を

う
か

が

う
こ

と

が

で

き

る
。

構
図

よ

り
み

て

興
味
深
い

こ

と

は
、

曼

荼
羅
そ
の

も
の

が

胎
蔵
界
系
の

流

れ

に

属

し

て

い

な
が

ら
、

所
依
の

経

典
は

金

剛
智
訳
の

『

金
剛
峰
楼
閣
一

切
瑜
伽

瑜
祗
経
』

金

剛
吉
祥
大
成

就
品
第
九
に

も
と
つ

い

て

説
か

れ

て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

図
像
で

は
、

全

体
の

構
図

は
三

つ

重

ね

ら

れ

た

八

葉
蓮

弁
が

放
射
状
に

配
置
さ

れ
、

周
囲
に

は

第
一

華
重
（

中
央
下

よ

り）

正
面

向
き

の
一

切
仏
頂
輪
王

が

描

か

れ
、

手
に

金
剛
宝

輪
を

持
し

て

い

る
。

そ
し

て

右
回

り
に

七

曜
の

使

者
（
獣
座
）

を
描

く
。

中
台
（
中

心）

に

は

我
身
と
い

わ

れ

る

が
、

そ

れ

に

等
し
い

仏
眼
仏
母
を
配
置
す
る

。

第
二

華
重
は
金
剛
薩
堙
（

金
剛
手
）

を

当
て
、

や

は

り

右
回

り
に

八

大
菩
薩

、

す

な
わ

ち

観
自
在

、

虚

空

蔵
、

金
剛

拳
、

文
殊
師
利

、

発
心

転
法
輪

、

虚
空
庫

、

摂
一

切
魔
を

描

く
。

第
三

重
は
こ

れ

ら
の

外
護
（
ま
も
り
役）

と

し
て

八

大
明
王

を

め

ぐ

ら
し

描
い

て

い

る
。

四

隅
は

内
四

供

養
菩
薩

、

外
院
は

外
四

供
と
四

摂

菩
薩
で

あ
る

。

興
然
の

『

曼
荼
羅
集
』

に

は

外
院
に
八

方
天

を

加
え

合

計
四

五

尊
を
描
く

。

作
例
と

し

て

は
、

彩
色
本
が
こ

の

他
に

竹

本
家
蔵

と

品
川
寺
蔵
に

あ
る

。

仏
眼
法
の

本
尊
と

し

て

使
用
さ

れ
て

き

た

が
、

滅

罪
、

降
伏、

増
福
の

た

め

に

祈
願
さ

れ

た

も

の

で

あ
る

。

そ

の

意
味

は
、

文
治
三

年
五

月
二

十
六

日
の

撰
述

に

な

る

覚
禅
の

写
本
（
拙
稿
『

密

教
曼
薬
羅
の

研
究
』

美
術
出
版
社

、

一

九

七
五

年
、

三

五

−
二

四
九

頁
）

に

よ

る

と
、

四

種
法
で

は

息
災
（
自
然
の

災
い

を

消
滅
す
る

）

を

目

的
と

し

て
い

る
こ

と

が
わ

か

り
、

そ

れ
は

弘
法
大
師
の

口

伝
で

あ
る

と
い

う
。

薬
師
曼
荼

羅
　
古

代
か

ら
流

布
し

て

い

る

薬
師
曼
荼
羅
は

、

玄
奘
訳

の
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『

薬

師
本
願
功

徳
経
』

に

も
と
づ

き
、

中
央
に

薬
師
如
来
の

坐

像
を

配
置

す
る

。

左
手
に

薬
壷

を
持
ち
、

右
手
は

施

無
畏
印
で

、

そ

の

周
囲
に

立

像
の

八

大
菩
薩
が

左
右
に

四

驅
ず
つ

と

り
か
こ

む
。

し

た

が
っ

て
、

『

別

尊
雑
記
』

や

『

覚
禅
鈔
』

に
は

薬
師
八

大
菩
薩
曼
荼
羅
と

も

別
称
す
る

。

中
尊
は

も
と

も
と

釈
迦
如
来
の

意
楽
で

あ
っ

た
。

つ

ま

り
こ

の

曼

荼
羅

は
、

釈
迦
の

説
会
の

形
式
を
と
っ

て

い

た

と

考
え
ら

れ

る
。

『

薬
師
本
願

功
徳

経
」

に

よ

る

と

釈
迦

が

初
転

法
輪
（
釈
迦
八

相
の
一

つ
、

成

道
後
に

サ

ー
ル

ナ
ー

ト
ー−

鹿
野
苑
で

五

人
の

比

丘
に

は

じ
め
て

説
法

を
し

た
こ

と
）

の

後
に

、

イ
ン

ド

各
地
を

巡
歴
し

て

法
を
説

く
こ

と
に

な

り
、

そ
の

晩

年

に
マ

ガ

ダ

国
を

出
て
ガ
ン

ジ
ス

河
を
渡
る

。

そ
こ

か

ら

北
方
に

行
き
ヴ
ァ

イ

シ

ャ

ー

リ

i
（

吠
舎
離、

＜

募
留
）

に
た

ど

り
つ

く
。

そ

し
て

最
後
の

会
座
（
釈
尊
を
と

り
囲
ん

で

円
陣
を
つ

く
る
）

を
行
な

う
。

そ

の

釈
迦
説
法

の

形
式
が
薬
師
八

大

菩
薩
曼
茶

羅
の

構
図
に

な
っ

て
い

る

と

考
え
ら
れ

る
。

薬
師
如
来
の

方
角
は
東
方
で

、

浄
土

は

浄
瑠
璃
（

瑠

璃
光
）

に

輝
い

て

い

る
。

こ

の

場
合

、

こ

の

薬
師
浄
土
に

住
し

て

そ
の

場
に

導
く
と
い

う
よ

り
、

衆
生

に

対
し

て

現
世
利

益
を
願

う
こ

と

を
目

的
と

す
る

。

し

た
が
っ

て

「

医
王

善
逝
」

と

呼
称
さ

れ
る

が
、

奈
良
時
代
に

は

有
名
な

薬

師
寺
が
建
立

さ
れ

た
。

こ

れ
は

持
統
天

皇
が

発
願
し

た

病
気

平
癒
の

た
め
の

も
の

で

あ
る

。

「

薬
師
本
願
功
徳
経
』

に

は
、

重
病
で

も
う
こ

の

世
に

命
が
い

く
ば

く
も

な
い

と
い

う
と

き
に

、

存
命
法
の
一

種
と
し

て

説
か

れ

て

い

る
。

そ
れ

は

朝
六
時

夜
六

時
の

二

回、

欠

か

さ

ず
薬

師
如

来
を

供
養
し

、

四

十
九
遍

も
『

薬
師
本
願

功
徳

経
』

を

読
誦
し
続

け
た

密
教
図
像
と

別
尊
曼
荼
羅
の

構
想
（

真
　
鍋）

と
い

う
。

そ
の

際
に

命
を

長
ら
え
る

た

め

に

四

十
九
の

燈
明
に

火
を
点

じ
、

同

時
に

四

十
九

天
を

描
い

た

五

彩
色

の

幡
を
作
成

す
る

。

す
る

と

天

皇
の

身
に

血

の

気
が

さ

し

て

意
識
が

も
ど

り
命
が

回

復
し
た

と
い

う
。

ま
た

こ

の

薬
師
如
来
の

功

徳
は

、

九
つ

の

横
死
（
変
死）

の

難
を
の

が
れ

る
と

も
い

わ

れ
、

こ

の

薬
師
信
仰
は

今
な

お

続
い

て
い

る
。

別

尊
曼
荼

羅
と

し

て

薬
師
如

来
を

と

り
込
む

ゆ

え
ん

は
、

も
う
一

つ

の

大
き

な
密

教
の

理

論
で

あ
る

十
二

の

大
願
と

の

接
合

で

あ
ろ

う
。

十
二

と
い

う
数

か

ら

み

る

な

ら
ば

、

薬
師
如
来
を

ま
も
り

、

ま
た

そ
の

持
経
者
を

守
護

す
る

十
二

神
将
の

存
在
は

、

外
の

造
型
と

み

な
さ

れ
る

。

む

ろ

ん

内
に

秘
め

ら
れ
た

精
神
世

界
の

根
幹
に

あ
る

も

の

が
、

薬
師
如
来
が

修
行
中

に

つ

く
り
あ
げ
た
と

い

わ

れ

る

「

十
二

大
願
」

で

あ
る

。

こ

の

十
二

大

願
は

、

薬
師
如

来
と

信
者
の

関
係
を

維
持
し
て

ゆ

く
必

須
の

条

件
・

約

束
ご

と

で

も
あ
る

。

大
仏
頂
曼
荼
羅

　
こ

の

曼

荼
羅
は
、

次
に

述
べ

る
一

字
金

輪
曼
荼
羅
と

混
同
さ

れ

や

す
い

が
、

空
海

所
伝
と
い

わ

れ
る
金

輪
曼

荼
羅
の

構
図
を

展
開
し
て

い

る
。

図
像
は

竹
生
と

龍
王

を
加
え
た

も
の

で

あ

る
。

『

覚
禅

鈔
』

に

は

大
仏
頂、

『

別
尊
雑
記
』

で

は
一

字
金
輪
と
い

う
。

一

字
金
輪
曼
荼
羅

　
コ

字
」

と

は

梵
字
ボ
ロ

ー

ン

を

あ
ら
わ

し

た

も
の

で
、

金
輪
仏
頂
の

シ
ン

ボ
ル

で

あ
る

。

単
独
像
よ

り
曼

荼
羅
が

多
く

、

曼
荼
羅
形
式
は

方
形
と
八

葉
蓮
弁
を

中

心
と

し

た

円
形
に

分
け

ら
れ

る
。

金
輪
に

は

釈
迦
と

大
日
が

あ

る

が
、

仏
・

菩
薩
の

功
徳
が

中
心
の
一

尊

に

帰
す
る

と
い

う
考
え
か
た
か

ら
、

大
日

金

輪
を

主

役
と

す
る

も
の

が
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密
教
図

像
と

別
尊
曼
荼
羅
の

構
想

（

真

　
鍋）

多
い

。

図
像
は

、

不
空

訳
『

金

剛
頂
経
一

字
頂

輪
王

瑜
伽
一

切
時

処
念

誦
成

仏
儀
軌
』

（

略
し
て

「

時
処
軌
」

と

い

う
）

に

も
と
つ

く
図
解
で
、

虚

空
を

表
現
す
る

鮮
や

か

な

群

青
を

背
後
に

、

中
央
は

五

智
宝
冠
を

頭
上

に
い

た

だ

く

大
日
金
輪
が

智
拳
印
を

結
ぶ

。

ま

た

周
囲

は

下

よ

り
右
ま

わ

り
に

輪
宝

、

珠
宝
、

女
宝

、

馬
宝

、

象
宝、

主

蔵
宝
、

主

兵
宝、

仏

眼
尊
を
配

し
、

除
災

、

増
益
の

修
法
に

掛
け
ら

れ

る
。

ま

れ

に

は

安
産

の

本

尊
と
な

る

こ

と
も

あ

る
。

中
央
の

大
日
金
輪
を

重
視
す
る

の

は
、

金

剛

界
の

大
日

が
胎
蔵

界
大
日
の

投
影
の

よ

う
な

役
割
を
果
た

し
て

、

こ

の

両

者
の

世
界
を

統
合
す
る

も
の

を

不
二

と

解
釈
し

、

画
像
法
を
組

み

た

て

る

か

ら
で

あ
る

。

尊
勝

曼
荼
羅

　
基
本
的

な

構
想
は

、

ま

ず
中
央
に

大
円
相
を
描
き

、

下

方
に

、

半
月
形
（
降
三
世

明
王）

と

香
炉
と

三

角
形
（

不
動
明
王
）

の

区
画

を
配

置
す
る

。

天
衣

、

瓔
珞

な

ど

細
部
に

わ

た
っ

て

切
金

が

多
く

使
わ

れ
て

い

る
。

そ

の

大
円

相
内
は

二

つ

の

部
分
か

ら

な
り

、

中
心
の

大
日

如
来
（
大
日
仏

頂
に

同
じ

）

の
一

円
と

八

大

仏
頂
・

八

大
菩
薩
の

小

円
よ

り
な
る

。

す
べ

て

白
色
地
で

、

円
と

円
の

あ
い

だ

に

は
、

八

方
に

宝
瓶

、

中

央
の

四

方
に

輪
宝

、

縦
横
の

区
切
り
に
三

鈷
を
配
置

す
る

。

荘
厳
は

三

鈷
を

結
ぶ

綵
帯
が
ゆ
ら

ぐ
よ

う
に

描
か

れ

る
。

除
災

、

除
病、

滅
罪

、

求
子
（
子
が
授
か
る

こ

と
）

を
祈
る

修
法
に

用
い

ら
れ

る
。

中

央
の

大
日

如

来
は

五

智
宝

冠
を
い

た

だ

き
、

智
拳
印
を

結
ぶ

。

こ

れ

は

大
日

如
来

が

仏

頂
三

昧
に

住
し

た

姿
で

、

七

頭
の

獅
子
の

背
に

あ
る

蓮

花
座
上

に

あ
っ

て

結
跏

趺
坐

す
る

。

大
勝
金

剛
曼
荼
羅

　
き
わ

め

て

遺
品
が

少
な
い

大

勝
金

剛
を

中
心
に

し

た

修
法
用
の

曼
荼
羅
で

あ
る

。

仏
眼
曼
荼
羅
と

ほ

ぼ

構
想
が
似
て

い

る
。

内

院
は

八

輻
輪
上

に
、

中
心
は

十
二

臂
の

大
勝
金

剛
が

蓮
花
座
の

上

に

坐

す
。

め

ず
ら

し

い

十
二

臂
の

持
物
は
二

手
が
智
拳
印

、

右
手
に
五

鈷

杵
、

摩
尼

、

鉤
、

錬
、

剣
、

左

手
に

蓮

花
、

羯
磨、

索、

鈴
、

輪
を
も

つ
。

こ

の

本
尊
の

顔
を
見
る

と
、

上

目
づ

か
い

の

異
様
な
形
相
を
と

り
、

五

仏
宝
冠
を
い

た

だ
く

。

そ
の

四

方
下
段
右
ま
わ

り
に

羯
磨

、

五

鈷
杵

、

三

弁
宝
珠

、

独
鈷
杵
の

三

昧
耶
形
を
描
く

。

仁
王

経
曼
荼
羅
　
仁
王
経
に

も
と
つ

く

法
会
（

仁
王

会）

は

鎮
護
国
家
を

祈
る

秘
法
で

、

空
海
も
弘
仁
元
年
（

八
【

○
）

十
月
二

十
七
日

に

高
雄
山

寺
で

厳
修
し

て

い

る
（

『

性
霊

集
』

巻
四
）

。

し
か

し
、

こ

の

と

き

使
わ

れ

た

通

常
の

仁
王

経
は

、

こ

の

曼
荼

羅
で

は

な
く

、

五

大
力

菩
薩
を

中
心

と

す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

そ
の

五

大

力
菩
薩
は

、

現
在
は

高
野
山
に

伝

来
し
て

い

る
が

、

明
治
二

十
一

年
（

一

八

八

八
）

の

大
火
で
二

幅
を
焼
失

し

て
、

今
日

で

は

三

幅
の

み

が

存

す
る

。

も
と

は

東
寺
に

あ
っ

た

も
の

を
豊

臣
秀
吉
が

高

野
山

に

移
し

た

も
の

で

あ
る

。

今
、

残
っ

て

い

る

東

寺
本
は

、

平
安
後
期
に

東

寺
で

も
活
躍
し

た

小
野
僧
正
仁
海
（
九

五
一

−

一

〇

四

六
）

の

指
導
に

よ

り
、

仏
師
如
照
が

描
い

た

も
の

で

あ
る

。

画
面

は

三

重
の

形
式
を

と

り
、

東
、

西、

南
、

北
に

門

を
描
く

。

内
院
は

中

央
に
二

臂
の

不
動
明
王
（
右
手
に

剣
、

左
手
に

輪
宝）

が
坐

す
。

図
像
は
、

仁
海
に
よ

る

も
の

で

心
覚
系
統
の

図

像
に
一

致
し

、

図
は

、

定

海
に

よ

る

も
の

で

覚
禅
系
統
の

図
像
に
一

致

す
る

。

そ

れ

ぞ
れ

四

方
に

は

四

方
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菩
薩

、

四

隅
に

は

内
四
供

養
菩
薩
を

円
相
に

お

さ
め

た

三

昧
耶
形
を

描

く
が

、

内
容
と

配

置
が

若
干
異
な
る

。

第
二

重
は

四
方
に

四

大
明
王
が

配
置
さ
れ

る
。

こ

れ

も

東
西
南
北
の

順
に

見
る

と
、

軍

荼
利

、

金
剛

夜

叉
、

六

足
尊

、

降
三

世
で

あ
る

が
、

降
三

世
、

六
足
尊

、

軍
荼
利

、

金

剛
夜
叉
と

違
う

。

第
三

重
（

外
院
）

は

四

門
内
に

四

摂
菩
薩

、

四

隅

に

外

供
養
菩
薩

、

こ

れ
ら
の

各
尊
の

あ
い

だ

に

四

天
王
お

よ

び

十
二

天
中
の

四

天

を

加
え
る

。

こ

れ

は

仁
海
の

増
益
図
と
い

わ

れ
て

い

る

が
、

心

覚

の

『

別
尊
雑
記
』

は

も
と

よ

り
『

図
像
抄
』

に

も
同
様
の

図
像
の

配
置

が

み

ら

れ

る
。

有
名
な

醍

醐

寺
の

「

仁
王

経

曼
荼

羅
」

（
重
要
文
化
財
）

は

こ

れ

に

あ
た

る
。

ま
た

、

定

海
の

息
災
図

は
、

覚

禅
の

『

覚
禅

鈔
』

に

図
像
の

配
置
が
み

ら

れ
、

久
米
田

寺
の

「

仁
王

経
曼
茶
羅
」

（
重
要
文

化
財
）

が
こ

れ

に

あ
た

る
。

そ
れ

ぞ

れ

描
か

れ
る

方
位
は

、

図
の

上

方
を

東
、

下

方
を

西
に

し

て

配
置
さ

れ
、

四

種
法
に
よ
っ

て

掛
け

ら

れ

る

方

位
も
同
じ
で

あ
る
こ

と

を

『

三

宝

院
流
洞
泉
相

承
口

訣
』

は

記
す

。

し

た

が
っ

て

幸
運
を

増
進
さ
せ

る

「

増
益

法
」

の

目

的
も
か

ね

そ

な

え
東

に
、

罪
悪
や

災
害
を

除
く

「

息
災
法
」

と
し

て

は

北
に

掛
け

て

儀
式
を

お
こ

な
う
こ

と

に

な
る

。

宝

楼
閣
曼
荼
羅

　
宝

楼
閣
経

法
に

も
と
つ

く
も
の

で
、

正

し

く
は

「

宝

楼
閣
経
曼
荼
羅
」

と
い

う
。

こ

の

儀

式
は

堂
塔
供

養
や

滅
罪
を
目

的
と

し

て

宝
楼
閣
の

功

徳
を

賛
嘆
し

な

が

ら
、

そ
の

建

物
の

な
か

に

あ
ら

わ

れ

る

説
法
相
の

釈
迦

如
来
に

祈
願
す
る

。

図
像
は
そ
の

宝
楼

閣
と
い

う

大
摩
尼

殿
（

『

理
趣
経
』

な
ど

に

説
く

）

を

テ

ー
マ

に

し
た

も

の

で
、

「

宝
」

密
教
図
像
と

別
尊
曼
荼
羅
の

構
想
（
真
　
鍋
）

と

は

金
剛
宝
で

つ

く
ら
れ

た

構
成
上
の

材
料
の

こ

と

を
い

う
。

し
た

が
っ

て
、

こ

の

な

か

に

は

曼
荼
羅
中
の

諸

尊
が

こ

と

ご

と

く
居

住
し
て

無
限

の

活
動
を
つ

づ

け
る

と

い

う
。

全

図
の

構

想
は

、

不

空
訳
の

『

大

宝
広

博
楼
閣
善
住
秘
密
陀
羅
尼
経
』

に

よ
る

。

そ

の

中
巻
（
画
像
品
）

に

よ

る

と
、

七

宝
の

宝

楼
閣
中
に

釈
迦
如
来
（
説
法
印
）

を

描

き
、

そ
の

左

右
に

四

面
十
二

臂
の

金
剛
手
菩
薩
と

四

面
十
臂
の

宝
金

剛
菩
薩
を

配

置

す
る

。

さ

ら

に

金

剛
手
の

下

方
に

は

吉
祥
天

女
、

金

剛
使
者
天
女
を

置
き

、

宝

金

剛
菩
薩
の

下
方
に

は

餉

棄
尼
天

女
、

花
歯
天

女
を
置
く

。

そ

し

て
、

こ

れ

ら
の

諸
天

が

池
中
よ

り
咲
き
で

た
一

本
の

蓮
花
を
と

り
か

こ

む

よ

う
に

供

養
す
る
こ

と

を

述
べ

、

四

天

王

等
が

囲
繞
す
る

。

図
像
の

大

部

分
は

不
空

訳
の

所
説
に
一

致
す
る

。

す
な

わ

ち

正

面
は

三

間
四

方
重

層

の

宝
楼

閣
を

描

き
、

二

層
目

の

宝

形
造

り
に

は

中
央
内
部
に

宝
珠
を

安

置

す
る

。

初
層
は

転

法
輪

印
の

釈
迦
如

来
を

中
央
に

、

右
は

四

面
十

臂

の

宝
金
剛

、

左
は

四

面
十
三

臂
の

金
剛

手
を

描
く

。

画
面
に

残
る

鮮
や

か

な

丹

青
が
色
ど

り
を

そ

え
る

。

法
華
曼
荼

羅

釈
迦
と

多
宝
仏
の

二

仏
を
宝

塔
内
に

配
置
し

た

法
華

経

法
会
の

本

尊
で

あ
る

。

息

災
延

命
と

滅
罪
を

中
心
と
し

て

儀
式
を
お
こ

な

う
が

、

こ

の

法
華
経
を

転
読
し

て

お
こ

な

う
法
華
経
法
会
は

、

性
空

（

書
写
山

円
教
寺
の

開
基
）

が

金

剛
薩
堙
よ
り
口

訳

相
承
し
た

秘
法
と
い

う
。

『

妙
法
蓮
華
経
』

宝
塔
品
の

所
説
を

伝
え
た

『

観
智
儀
軌
』

に

よ

る

と
、

「

基
壇
三

重
（

院
）

」

と

あ
る

が
、

図
像
は

二

重
院
よ

り
な
り

、

内
院
は

宝

塔
内
に

釈
迦
・

多
宝
仏
が
並
座

す
る

部
分
を

、

八
葉
蓮

弁
が

支
え
る

か
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密
教
図
像
と

別
尊
曼
荼
羅
の

構
想
（
真
　
鍋）

の

ご

と

く
背
後
に

描

く
。

蓮

花
中
に

東
北

隅
よ

り、

弥
勒

、

文
殊

、

薬

王
、

妙
音

、

常
精
進
、

無
尽
意

、

観
音

、

普
賢
の

八

大
菩
薩
を
め

ぐ
ら

し
、

四
方
に

は

舎
利
弗

、

目
健
連

、

摩
訶
迦
葉

、

須
菩

提
の

四

声
聞
が

む

き
あ

う
形
式
で

坐
す

。

外
院

は

通
常
の

三

重

院
と
は

違
っ

て
、

円

相

内
に

東
門
は

金
剛

鑠
、

南
門

は

金

剛
鈴

、

塔

前
は

金

剛
鉤、

北
門
は

金

剛
索
の

四

摂

菩
薩
を
配
す

。

六

字

経
曼
荼

羅
　
六

字
と

は

六

観
音
の

種

子
を
い

う
。

醍
醐
寺
の

明

仙

僧
都
系
の

曼

荼
羅
で

、

『

六

字
神

呪
経
』

『

請

観
音

経
』

に

も

と
つ

く
。

息
災

、

呪
咀

、

調
伏、

安
産
の

祈

願
の

た

め

の

本
尊
と
し

て

理
性
院
で

掛
け
る

。

構
図
は

、

中
心
の

大
月
輪
の

な
か

に

金

輪
仏
頂
尊
（

い

わ

ゆ
る

釈
迦

金
輪
）

を

描

く
。

定
印
上

に

輪
宝
を

、

着
彩
の

ほ

う
は

垂

直
に

立

て
、

紺
紙
の

ほ

う
は

や
や

斜
め

に

描
く

。

と

も
に

螺
髪
形
で

胸
に
ボ
ロ

ー

ン

の

種
子
を
示
す

。

周
囲
に
は

六

観
音
を
配
置
し
て

、

あ
い

だ
に

種
子
を

置

く
。

六

観

音
の

形

像
は

『

別

尊
雑
記
』

第
一

一

（
六

字
経
）

に

よ

る

と
、

真
下
よ

り
右
ま
わ

り
に

聖

観
音
（
「

正
」

と

も
い

う）
、

六

面
二

臂
の

千

手

観
音

、

馬

頭

観

音
、

十
一

面

観
音

、

准
胝

観
音

、

如
意

輪

観

音

で
、

下
方
の

両

隅
に

不
動
明
王
の

立

像
と

、

大
威
徳

明
王

を

描
く

。

中

央
の

下
方
に

は

波
間
に

岩
座
上

の

円

鏡
を

拝
し

、

除
魔
を
念

ず
る

供
養

天

が

ひ

ざ
か

ら

上

を

あ
ら
わ

し

な

が
ら

合
掌
形
を

と

る
。

六
字
経
法
は

、

本

尊
と

な

る
べ

き
釈
迦
金
輪
の

他
に

聖

観
音

、

六

字
明
王

、

六

観
音
が

あ
る

。

理
趣

経
曼
荼
羅

　
こ

の

曼
荼
羅
の

所
依
の

経
典
で

あ

る
『

理
趣
経
』

は
、

最
澄、

空

海
、

円
仁

、

円
珍
が

中
国
よ

り
持
ち

帰
っ

た

が
、

今
日
で

は

空

海
が

ひ

ら
い

た

真
言
密
教
で

も
っ

と

も
重

視
さ
れ

、

毎
朝
の

法
会
で

読
誦
さ
れ

て

い

る
。

不
空
訳
の

『

理
趣
経
』

で

は
、

十

八

会
の

曼
荼
羅

が

説
か

れ

て

い

る
。

そ
の

ね
ら
い

は
、

大
日
如

来
が

金

剛
薩
垣
の

た

め

一

切
諸
法
が

も
と

も
と

清
浄
な
も
の

で

あ
る

こ

と

を
説

く
こ

と
に

由

来

す
る

。

図
像
は

、

三

重
の

尊
形
曼
荼
羅
を
中

心
に

、

そ

の

周
囲

に

十

六

会
の

種
子
（

梵
字）

に

よ

る

計
十

七

会
方
形
曼

荼
羅
を

組
み

あ
わ
せ

る
。

曼
荼
羅
に

描
か

れ

た

十
七

段
の

法
門

、

主

尊
を
一

覧

す
る

と
、

ω
大
楽

〔

金
剛

薩
堙
〕

、

囲

証
悟
〔

大
日

〕

、

圖
降

伏
〔

降

三

世
〕

、

 
観
照
〔

観

自
在
〕

、

 

富
〔

虚
空

蔵
〕

、

 

実
動
〔

金

剛
拳
〕

、

ω
字
輪
〔

文

殊
〕

、

圖
八

大
輪
〔

発
心
〕

、

 
供
養

〔

虚
空

庫
〕

、

 
忿
怒
〔

摧
一

切
魔
〕

、

 

普

集
〔

大

楽
金

薩
〕

、

働
有
情
加
持
〔

大
自
在
天
〕

、

 
諸
母
天

〔

七

母

天
〕

、

 
三

兄

弟
〔

三

兄
弟
〕

、

飼
四

姉
妹
〔

四

姉
妹
〕

、

 
五

具
〔

五

部

具
会
〕

、

 
深
秘
〔

五

秘
密
〕

で

あ
る

。

尊
像
の

曼
荼
羅
を

部
分
的

に

集

め

た

白
描
の

図

巻
は

、

こ

れ

ま

で

醍
醐
寺
本

、

円

通
寺
本

、

旧
岩
崎
本

（

東
洋
文
庫
蔵
）

が

知
ら

れ

て

い

る
。

し

か

し
、

理

趣
経

曼
荼
羅
を
一

図

の

な

か

に

説
会
を
整

然
と

図
式
化
し

て

抽
象
的
な

画
面
を

展
開
し

た

も

の

は

他
に

類
例

が

な
い

。

ま

た

数
少

な
い

彩
色
本
を

み
る
と

賦
彩
が

失

わ

れ

て

い

る

と

は
い

え
、

む

ず
か

し
い

般
若
理
趣
の

感
覚
的
な
色
調

を

よ

く

保
っ

て

い

る
。

ま
た

界
線
の

切
金

は

効
果
的
で

あ
り

、

そ

れ
に

よ
っ

て

生

ず
る

空

間
の

文
様
な

ど
は

宋
風
の

影
響
が

強
い

。

童

子
経
曼
荼
羅

　
童
子

経
と

は
、

そ

の

名
が
示

す
と

お

り
童
子
（

子

供）
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が

う
け
る

恐

怖
（

悪
夢
も
ふ

く
む
）

や
、

治
り
に

く
い

病
気
を
と

り
の

ぞ

く
た
め

に

祈
願
す
る

童
子
経
法
の

こ

と

で
、

そ
の

本
尊
が
こ

れ

で

あ
る

。

古

く
か

ら

醍
醐
三

宝

院
流
で

使
わ

れ
た

も
の

が

多
く

、

そ
れ
ら

は

阿
闍

梨
の

意
楽
（
伝
統
を
ふ

ま
え
て

創
作
す
る

こ

と
）

に

よ
る

も
の

で

あ
る

。

現

存
し

て
い

る

例
は

、

図

像
が

智
積
院
本
や

旧

東
寺
本
が

知
ら
れ

て

い

る
。

中

央
に

は

童

子
の

寿
命
を

末
長
く

保
つ

よ

う
に

、

ま
た

悪
魔
を

追

い

は

ら

う
乾

闥

婆
王

を

大

き
め

に

表
現
し

、

ま
わ

り
に

十

五

鬼

神
お

よ

び

十
五

童
子
が

セ

ッ

ト

で

中
心
を
と

り
か
こ

む

よ

う
に

描
か

れ
る

。

十
五

鬼

神
は

そ
れ

ぞ
れ

、

「

弥
酬
迦
」

（

サ

ン

ス

ク

リ
ッ

ト
名
は
マ

ン

ジ
ュ

カ
。

以

下

同
様
）

は

牛
形

、

「

弥
迦
王
」

（

ム

ル

ガ

ラ

ー

ジ
ャ
）

は

獅
子
形

、

「

騫
陀
」

（
ス

カ

ン

ダ
）

は

「

鳩

魔
羅
」

天

そ
の

も
の

、

「

阿

波
悉
摩

羅
」

（
ア

パ

ス

マ

ー
ラ
）

は

野
狐
形

、

「

牟
致
迦
」

（
ム

ス

テ

ィ

カ

ー
）

は

瀰
猴
形

、

「

摩
致

迦
」

（
マ

ー

ト
リ
カ

！
）

は

羅
刹
形

、

「

閻
弥
迦
」

（

ジ

ャ

ミ

カ
ー
）

は
馬
形
、

「

迦
弥
尼
」

（
カ

ー
ミ

ニ

↓

は

婦
女
形

、

「

梨

婆
抵
」

（

レ

ヴ
ァ

テ
ィ

ー
）

は

狗
形、

「

富
多
那
」

（
プ

ー

タ
ナ

ー）

は

猪
形

、

「

曼
荼
難
提
」

（

マ

ー
ト

リ
マ

ン

ダ
ー

）

は

猫
児
形

、

「

舎
究

尼
」

（
シ

ャ

ク
ニ

ー）

は

鳥
形

、

「

健
旺
婆
尼
」

（

カ

ニ

タ
パ

ニ

ニ

ー
）

は

鶏
形

、

「

目

怯
曼
荼
」

（
ム

カ

マ

ン

デ
ィ

テ

ィ

カ

1
）

は

熏
狐
形、

「

藍
婆
」

（

ア

ー
ラ

ン

バ

ー
）

は

蛇

形
と

し

て

描
か

れ

る
。

こ

れ
ら

十
五

鬼

神
は

『

童

子
経
念
誦

法
』

に

説
か

れ

て

い

る

が
、

そ
れ

ぞ

れ
イ
ン

ド
起

源
の

図
像

名
で

あ
る
こ

と

は
、

サ
ン

ス

ク

リ
ッ

ト

名
が
一

致
す
る

点
で

も

明
ら

か
で

あ
る

。

し

か

し

曼
荼
羅
と

し

て

の

構
成
は

、

こ

れ

ま
で

わ

が

国
に

伝
わ
っ

た

系
統
と

は

異
な
る

も
の

で

あ
る

。

平

安

密
教
図

像
と
別
尊
曼
荼

羅
の

構
想
（
真
　
鍋
）

時
代
に

活
躍
し
た

高
野

山

の

学
僧

・

成
蓮

房
兼
意
に

よ

る

と
、

こ

の

曼

荼
羅
の

図
像
は

中
国
（

唐
本
）

か
ら

渡
来
し
た

も
の

と
い

う
。

星

曼
荼

羅
　
二

種
あ
り

、

円
形
の

曼
荼
羅
と

方
形
の

曼

荼
羅
の

違
い

が

あ
る

。

と

も

に

平
安
時
代
以

来
隆
盛
を

き
わ

め

た

天

変、

除
災

、

延

命

を

目
的
と
す
る

北
斗

法
の

本
尊
で

、

い

ず
れ

も
三

重
よ

り
な
る

。

遺

品

は

少
な
い

が
、

円
形
で

は

ボ
ス

ト
ン

美

術
館
本

、

方
形
で

は

旧
東

寺
宝

菩
提
院
本
（
応
永
五

年
銘

あ
り）

が

知
ら
れ

る
。

こ

の

ほ

か

に

唐
本
の

系

統
で

あ
る

来
迎

形

式
の

白
描
「

北

斗
曼

荼
羅
図
」

（
東
京
藝

術
大
学
蔵）

や

絹
本
「

星

曼
荼
羅

図
」

（
ボ

ス

ト
ン

美
術

館
蔵
の

額

装
お

よ
び

別

本
の

二

点
）

が

あ
る

。

こ

の

海
外
流
出
の

も
の

は
、

鎌
倉
時
代
末
期
の

作
と

考
え
ら

れ

る

が
、

構
想
に

動
き
の

あ
る

流

動
性
を
た

く
み

に
と

ら

え
て

い

る

曼

荼
羅
と
し
て

興
味

深
い

。

つ

ま

り
来
迎
を

前
提
に

し

て
、

北

斗
七

星
な

ど

が
並

列
し

て

白
雲
に

乗
じ

て

下

降
し

て

く
る

さ

ま
は

、

方
・

円
の

両

曼
荼
羅
に
は

み

ら

れ

な
い

異
質
な

表
現
で

あ
る

。

図
像
は

、

方
形
の

曼

荼
羅
で

、

内
院
の

中
央
に

、

須

弥
山
上
の

釈
迦
金

輪
仏
頂
が

坐

す
。

そ

の

前
面
に

は

土

宿
、

榮
惑
が

な

ら

び
、

そ
こ

か

ら

右
ま

わ

り
に

九

曜
の

う
ち
羅

喉
と

北
斗
七

星

を

配
置

す
る

。

第
二

重
は

十
二

宮
、

第
三

重
に

は

二

十
八

宿
な

ど
を

円
相
内
に

描

写
し

、

合

計
五

十

七

尊
で

画
面
を

構

成
す
る

。

構
図
の

な

り
た

ち
を

考
え
る
と

、

と

も

に

共
通
す
る

こ

と

は
、

円
形
も

方
形
も

、

釈
迦
金
輪
仏

頂
を
中
心
に
三

重
の

宇
宙
空

聞
を
と

ら

え
て

図

解
化
し

て
い

る

点
で

あ
る

。

北

斗
法
は

そ
の

儀
式
を

勤
修
す
る

僧
も

、

作
壇

作
法
や

観
想
（

観
念
の

世
界）

の

過
程
に

お
い

て

九

曜
な
ど
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密
教
図
像
と

別

尊
曼
荼
羅
の

横…
想
（

真
　
鍋
）

を

と

ら

え
る

の

で
、

眼

前
に

彩
色
ゆ
た

か

な

大
宇

宙
を

見
る

こ

と

で

あ

る
。

こ

の

こ

と

は

同

時
に

、

心
の

な
か

に

も
小
宇

宙
を

見
る

こ

と

に

な

る
。

し

た

が
っ

て
こ

れ

ら

の

「

図
解
」

の

構
想
と
「

修
法
」

は
一

体
の

も
の

で

あ
り

、

そ
れ

は
、

行
者
の

心
中
に

お
い

て

の

み

成
立
す
る

。
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1
　
東
禅

城
『

密
宗
安
心
三

品

悉
地

四
種
法
身
事
』

（

長

谷

宝
秀
編
『

真
言
宗

　
安
心
全

書
』

巻
上、

六
大

新
報
社

、

　一

九

＝一．

1
一

九
一

四
）

。

2
　
心
覚
『

別

尊
雑
記
』

原
本

、

第
一

巻
（

昭
和
五

十
二

年
六
月
の

仁
和
寺
の

　
調

査
に

よ
る

。

）

五
七

巻、

縦
三
一
・
Ox

横
三
一
・

六
セ

ン

チ
メ

ー

ト
ル

、

　
同

、

第
五
巻

、

ゴ ．
三

九
×

一

九

六
五

セ
ン

チ

メ

ー
ト
ル

に

お

け
る

本
論
引
用

　
の

別
尊
曼
荼
羅
図
像

。

3
　
祈

雨

法
．

深
沙
大
将
諸
像
一

巻
、

醍

醐

寺
蔵
（

大
正

図
、

第
四

巻
に

所

収）
。

〈

キ
ー

ワ

ー
ド
〉
　

別
尊
曼
荼
羅、

別
尊
法、

四

種
法、

図
像、

覚
禅

、

構
図

　
　
（

四

国
大
学
教
授
・

文
博
）

新
刊
紹
介

立

川

　
武
蔵

　
著

マ

ン

ダ
ラ

観
想
と

密
教
思

想

A5

版
・

七
八

四

頁
・

本
体
価
格
八

、

OOO

円

　
　
　
　

　
　
　

春
秋
社
・

二

〇
一

五

年
五

月
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